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じ
ん
じ
よ
う
い
か
が

宗
教
に
入
て
は
先
ず
第
一
に
安
心
を
決
定
せ
よ
と
承
わ
り
ぬ
。
全
体
安
心
と
は
云
何
の
乙
と
な
る
か
。

し
か

u

・

安
心
と
は
‘
信
仰
の
目
的
、
主
義
、
行
法
と
を
確
と
き
め
て
、
そ
れ
に
心
を
安
置
て
動
か
さ
ぬ
ζ

と
ぞ
云

う
。
即
ち
信
条
が
心
に
し
か
と
き
ま
っ
た
乙
と
で
あ
る
。

い
か

信
条
と
は
何
な
る
か
。

三
条
あ
り
、
一
、
所
求
、
二
、
所
帰
、
三
、
所
行
、
ζ

れ
を
決
定
す
る
を
安
心
と
云
う
。

所
求
と
は
何
を
か
求
む
べ
き
所
な
る
か
。

お
ζ

わ
帥
リ

信
仰
に
つ
き
て
要
求
す
る
心
即
ち
教
モ
求
か
る
目
的
で
あ
る
。
何
の
要
求
も
な
い
の
に
信
仰
の
発
る
故
は

な
い
、
例
え
ば
現
世
の
利
益
を
求
む
る
と
か
ま
た
未
来
の
往
生
を
求
む
る
と
か
を
云
う
。

所
帰
と
は
伺
な
る
者
に
帰
依
信
頼
す
べ
き
か
。

か
み

自
己
最
大
の
要
求
吾
容
れ
て
救
い
下
怠
る
神
噂
を
定
む
る
の
で
、
即
ち
全
く
自
分
の
信
頼
す
る
所
の
本
噂
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を
確
と
定
め
て
信
ず
る
乙
と
で
あ
る
。

問
所
行
と
は
云
何
。

み
む
ね
か
忽

答
自
己
を
教
い
下
さ
る
神
尊
が
い
か
に
せ
ば
其
聖
旨
に
契
う
て
救
い
下
さ
る
か
其
行
法
で
あ
る
。
ま
た
救
を

受
け
る
方
法
で
あ
る
。
上
の
三
条
が
確
に
き
ま
っ
た
の
が
安
心
の
で
き
た
人
と
云
・
コ
。

問
宗
教
の
信
仰
に
、
低
級
な
の
と
高
等
な
る
の
と
階
級
あ
り
や
。

答
大
に
信
仰
の
階
級
あ
り
。
従
来
機
教
相
応
と
申
す
こ
と
あ
り
。
機
と
は
人
の
知
識
の
程
度
に
て
低
級
な
人

す

に
教
が
余
り
高
く
て
は
手
が
届
か
ね
故
に
、
其
教
法
を
手
に
入
れ
て
自
分
の
も
の
と
為
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

ま
た
、
高
い
人
に
教
法
が
低
い
と
、
一
心
に
信
奉
す
る
心
が
起
ら
ぬ
。
宗
教
は
一
心
に
生
命
を
賭
し
て
信
奉

せ
ざ
れ
ば
救
の
実
を
得
る
乙
と
で
き
ぬ
。
故
に
機
類
と
教
法
と
が
相
応
し
な
け
れ
ば
完
全
に
信
仰
が
成
立
せ

ぬ
故
に
、
人
に
階
級
あ
る
故
に
陪
て
信
仰
に
自
か
ら
高
低
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

問
宗
教
の
階
級
と
は
云
伺
。

答
実
に
は
数
多
の
階
級
あ
り
。
今
暫
く
三
階
に
分
ち
て
明
せ
ば
一
、
自
然
教
(
現
世
教
)
二
、
超
自
然
教

(
未
来
教
)
三
、
円
具
教
〈
光
明
主
義
)
の
三
教
で
あ
る
。

問
初
の
自
然
教
の
安
心
は
い
か
に
。

答
自
然
教
は
最
も
低
級
の
信
仰
に
て
、
其
要
求
す
る
と
こ
ろ
現
世
の
肉
体
の
幸
福
を
目
的
と
す
。
例
え
ば
病

2 



気
平
癒
を
祈
り
文
は
災
難
を
免
る
る
為
、
或
は
延
命
を
祈
り
、
叉
五
穀
豊
稔
家
円
安
全
等
の
如
、
き
甚
し
き
は

投
機
業
の
運
を
祈
る
よ
う
な
者
さ
え
あ
る
。
夫
ら
は
幼
稚
な
信
心
な
の
で
、
未
来
の
霊
魂
の
幸
福
ぞ
求
む
る

よ
う
な
遠
大
の
希
望
は
も
た
ぬ
。

問
自
然
教
は
云
何
な
る
神
ぞ
信
ず
る
や
。

答
自
然
物
の
中
或
は
臼
月
星
宿
を
神
と
祭
り
、
ま
た
高
山
花
は
神
あ
り
と
し
、
水
火
風
雷
も
神
な
り
と
調

ぃ
、
即
ち
八
百
万
の
神
を
立
て
、
其
神
に
向
て
現
在
の
幸
福
を
請
求
す
る
の
が
自
然
教
の
神
と
云
う
。

問
自
然
教
で
は
云
何
な
る
行
法
を
用
い
て
神
を
信
ず
る
や
。

答
此
信
仰
は
現
在
の
肉
体
の
幸
福
を
求
な
る
の
で
あ
る
か
ら
矢
張
り
肉
体
を
苦
し
め
ざ
れ
ば
神
は
助
け
て
下

憾
だ
し
怠
い
り
の
り
と

き
ら
ぬ
も
の
と
信
じ
、
行
水
、
断
食
、
抗
行
等
を
為
し
、
叉
行
者
が
祝
詞
を
捧
げ
兇
文
を
請
し
千
巻
経
を
読

み
等
の
種
々
の
行
を
以
て
神
に
祈
祷
す
る
等
の
行
法
と
す
。
之
を
自
然
教
の
信
条
と
す
。

問
自
然
教
は
い
か
に
宣
伝
し
て
行
わ
る
る
や
。

な
か
だ
ち

答
自
然
教
は
幼
稚
な
る
思
想
の
人
の
弱
点
、
病
気
と
か
叉
種
々
の
災
難
等
に
遇
う
時
は
、
或
は
行
者
の
媒
介

を
借
り
又
は
自
か
ら
神
そ
祈
る
等
を
以
て
信
仰
を
為
す
。
例
え
ば
土
地
に
雑
草
は
自
然
に
繁
殖
す
る
如
く
に

う
ん

行
わ
る
。
高
等
な
る
宗
教
は
土
地
に
稲
を
作
る
に
耕
絃
培
養
を
要
す
る
如
く
に
宗
教
家
が
つ
と
め
て
宣
伝
せ

ぎ
る
と
き
は
行
わ
れ
ぬ
。
自
然
教
の
現
世
祈
り
の
肉
体
の
幸
福
の
み
を
求
め
て
、
人
格
の
核
な
る
心
霊
を
立

3 



派
に
レ
て
人
聞
の
普
き
果
そ
結
ぶ
目
的
の
高
等
な
も
の
で
な
い
。
雑
草
の
よ
う
な
現
世
祈
り
と
米
の
果
を
結

ぶ
よ
う
な
未
来
教
と
は
大
い
に
異
っ
て
お
る
。

問
第
二
の
未
来
教
(
超
自
然
教
〉
の
信
条
は
い
か
が
。

答
未
来
教
の
信
仰
の
目
的
は
現
世
の
幸
福
を
祈
る
宗
教
よ
り
は
高
等
で
あ
る
。
此
の
教
で
は
現
世
の
幸
福
を

せ
ん
し
よ
う

求
め
ず
専
ら
後
世
の
霊
福
を
要
求
す
。
謂
く
現
世
の
運
命
は
先
生
の
宿
因
で
あ
る
。
い
か
に
仏
の
力
と
て
宿

業
は
転
ず
る
ζ

と
は
で
き
ぬ
。
ま
た
仮
の
世
の
幸
福
は
神
の
力
を
仰
ぎ
て
ま
で
求
な
る
の
は
不
当
で
あ
る
。

唯
後
生
の
極
楽
に
生
れ
て
永
劫
の
幸
福
を
こ
そ
求
む
べ
き
で
あ
る
と
の
教
で
、
乙
の
要
求
が
動
機
と
な
る
を

未
来
主
義
と
云
う
。
此
教
の
目
的
と
す
る
処
は
現
世
で
は
想
像
に
も
及
ば
ぬ
程
高
等
の
美
天
国
即
ち
極
楽
に

生
れ
て
無
上
の
幸
福
ぞ
享
受
す
る
乙
と
に
あ
り
。
浄
土
宗
真
宗
の
如
き
は
こ
の
宗
教
に
慣
用
し
て
お
る
。
故
に

此
の
宗
旨
で
は
現
世
祈
り
を
大
に
排
斥
す
る
。
き
て
日
本
に
て
一
般
の
民
聞
に
行
わ
れ
て
お
る
信
仰
は
上
の

ニ
つ
で
あ
る
。

然
る
に
現
代
の
有
為
な
る
士
女
の
要
求
す
る
処
は
も
っ
と
高
等
に
進
ん
で
即
ち
現
在
よ
り
未
来
を
通
じ
て

精
神
的
に
肉
と
其
に
霊
福
を
求
む
る
即
ち
三
期
の
宗
教
で
あ
る
。

問
未
来
教
は
云
何
な
る
神
を
信
ず
る
か
。

答
未
来
教
に
て
は
現
世
教
の
如
く
日
月
を
神
と
し
、
ま
た
高
山
の
神
ま
た
水
の
神
な
ど
や
ま
た
偶
像
の
神
を
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祈
る
の
と
は
違
う
て
、
此
世
界
そ
超
え
た
る
天
国
の
神
と
か
、

じ
、
其
無
限
の
慈
悲
に
教
わ
れ
る
も
の
と
す
。

問
未
来
教
は
何
な
る
行
を
つ
と
む
る
か
。

筈
未
来
教
に
て
救
い
を
仰
ヤ
処
の
方
法
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
お
ら
ぬ
。
若
し
ニ
者
そ
挙
げ
て
み
れ
ば
、
真

宗
の
如
き
は
衆
生
は
罪
悪
深
重
に
し
て
必
定
地
獄
に
堕
す
る
者
な
れ
共
阿
弥
陀
如
来
は
そ
れ
を
教
わ
ん
が
為

に
衆
生
に
代
り
て
苦
難
モ
受
け
て
数
い
の
道
を
立
て
給
い
し
ζ

と
な
れ
ば
、
我
ら
は
只
其
御
本
願
を
信
じ
て

如
来
の
真
吾
信
じ
得
れ
ば
其
時
に
教
わ
れ
し
な
り
。
其
上
は
只
如
来
報
恩
の
為
に
念
仏
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
。
我
ら
が
為
に
仏
が
願
も
行
も
悉
く
成
就
し
給
い
し
こ
と
な
れ
ば
衆
生
に
は
別
に
願
も
行
も
要
ら
ぬ
な
り

と
教
え
て
お
る
。

浄
土
宗
に
て
は
弥
陀
の
本
願
は
称
我
名
号
と
て
我
名
を
称
え
て
我
を
念
ず
る
者
を
助
け
給
う
と
信
じ
て
専

ら
只
仏
名
を
念
じ
て
臨
終
の
夕
ま
で
相
続
す
れ
ば
仏
の
来
迎
に
預
っ
て
必
ず
往
生
を
得
る
と
す
。

未
来
教
は
我
日
本
に
行
わ
る
内
、
何
の
宗
旨
が
そ
れ
な
る
か
。

浄
土
宗
真
宗
な
ど
が
此
れ
に
属
し
て
お
る
。
故
に
此
宗
で
は
現
世
祈
り
を
大
に
排
序
す
る
。

第
三
期
の
円
具
教
は
い
か
に
安
心
ぞ
立
つ
べ
き
や
。

円
具
教
は
最
も
発
達
し
た
る
宗
教
に
て
仏
教
の
中
の
大
乗
仏
教
其
中
の
最
も
進
化
し
た
る
円
満
具
徳
の
教

ま
た
高
速
な
る
浄
土
に
在
ま
す
如
来
を
信

5 
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で
あ
る
。
之
を
天
台
や
華
厳
に
て
円
教
と
名
づ
け
て
お
る
。
然
る
に
天
台
や
華
厳
は
い
か
に
其
教
理
は
立
派

で
も
聖
道
即
ち
哲
学
で
あ
る
。
理
論
と
し
て
は
実
に
至
れ
り
尽
せ
り
、
い
か
に
究
む
と
も
之
を
出
ず
る
ζ

と

は
で
き
ぬ
。
而
し
て
其
最
も
理
を
尽
し
事
を
究
め
た
る
教
理
を
し
て
、
実
際
に
人
生
を
救
度
す
る
処
の
宗
教

と
し
て
伺
人
で
も
摂
取
し
救
済
せ
ら
る
る
も
の
は
即
ち
光
明
主
義
で
あ
る
。

問
光
明
主
義
の
信
条
の
中
に
信
仰
の
要
求
す
る
処
は
い
か
ん
。

答
要
求
の
中
に
多
義
を
含
ん
で
お
る
け
れ
ど
も
之
を
概
括
し
て
光
明
生
活
と
云
う
。
即
ち
人
の
生
れ
た
ま
ま

の
心
の
生
活
は
動
物
性
ぞ
目
的
と
し
て
活
き
ん
と
欲
し
て
お
る
、
叉
人
生
の
真
理
を
自
覚
せ
ま
る
を
暗
黒
生

活
と
名
づ
け
、
信
仰
に
入
て
人
生
の
真
意
義
を
自
覚
し
永
遠
の
生
命
と
し
て
円
満
の
極
に
向
上
せ
ん
と
欲
す

る
目
的
の
生
活
を
光
明
生
活
と
名
づ
く
。
弥
陀
の
光
明
を
獲
得
し
て
真
の
信
仰
生
活
に
入
た
こ
と
で
あ
る
。

問
極
楽
往
生
と
光
明
生
活
と
は
同
一
な
る
か
否
か
。

答
極
楽
往
生
と
光
明
生
活
と
は
能
く
其
真
意
を
会
得
し
て
み
れ
ば
同
一
で
あ
る
。
極
楽
は
別
名
を
無
量
光
明

土
と
云
う
。
即
ち
弥
陀
の
光
明
の
実
現
し
た
る
世
界
と
云
う
意
味
で
あ
る
。

問
光
明
生
活
に
現
在
と
未
来
と
の
関
係
は
い
か
に
。

答
光
明
生
活
に
二
位
あ
り
。
之
を
仏
在
世
の
修
道
者
に
二
種
の
浬
繋
あ
り
。
一
を
有
余
唱
繋
、
一
見
鳴
余
浬

駒
栄
と
す
。
前
の
は
釈
尊
の
教
の
下
に
能
く
修
行
し
て
正
に
道
を
証
得
す
る
時
は
肉
体
を
有
ち
乍
ら
神
は
浬
繋
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常
楽
の
中
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
。
心
は
永
遠
の
光
明
中
に
住
し
て
お
る
け
れ
ど
も
身
体
は
寒
熱
や
飢
渇
の

苦
が
免
れ
ぬ
。
こ
れ
を
有
余
湿
繋
と
名
づ
く
る
の
で
あ
る
。
次
に
肉
体
の
命
終
り
て
正
レ
く
永
恒
常
楽
の
光

明
界
の
実
現
し
た
る
処
を
無
余
浬
熊
と
名
づ
く
る
の
で
あ
る
。
夫
と
同
じ
く
光
明
生
活
に
も
、
理
組
の
光
明

界
と
、
実
際
の
光
明
界
の
二
位
あ
り
て
、
正
し
く
弥
陀
の
光
明
を
得
、
心
霊
復
活
し
て
永
恒
の
光
明
中
に
主

活
す
る
も
の
を
理
想
の
光
明
生
活
と
名
づ
け
、
而
し
て
命
終
り
て
正
し
く
無
量
光
明
の
功
徳
荘
厳
の
実
現
し

た
る
処
を
実
際
の
光
明
生
活
と
名
づ
く
。

問
光
明
生
活
の
多
義
を
含
む
と
は
い
か
ん
。

答
光
明
生
活
の
中
に
多
義
を
含
む
け
れ
ど
も
、
ニ
義
を
以
て
摂
す
る
こ
と
を
得
。
一
に
最
幸
福
、
こ
に
最
高

徳
で
あ
る
。

間
最
幸
福
と
は
い
か
が
。
す
虫
だ
い

答
極
楽
の
焚
語
を
須
耐
用
提
(
ス
カ
l

ヴ
テ
ィ

l
、

ω
ロ
r
z
g
件
同
)
と
云
い
、
訳
し
て
極
楽
ま
た
最
幸
福
の
国
と

も
云
う
。
弥
陀
の
光
明
中
に
安
住
す
る
と
き
は
現
在
に
於
て
は
、
精
神
的
に
最
幸
福
を
感
じ
ら
る
る
。
此
肉

体
の
命
終
れ
ば
実
際
に
最
幸
福
の
浬
鍍
常
楽
を
感
じ
ら
る
る
。

聞
い
か
な
る
を
精
神
的
に
最
幸
福
な
る
。

お
抱

答
人
の
世
に
在
り
て
最
幸
福
と
は
、
身
体
が
健
全
に
財
産
も
豊
富
に
位
置
も
高
く
、
子
女
も
鈍
く
す
べ
て
の
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と
ん
じ
ん

生
活
ぞ
円
満
に
完
全
に
為
し
得
ら
る
る
者
は
幸
福
で
あ
る
。
然
一
れ
共
人
の
精
神
に
は
貧
膿
痴
の
煩
悩
あ
り

て
、
い
か
に
物
質
上
の
満
足
ぞ
得
る
も
精
神
に
於
て
全
く
不
満
を
去
り
、
不
安
を
除
、
き
て
真
実
に
満
足
と
安

穂
と
平
和
を
以
て
精
神
生
活
を
為
レ
得
る
乙
と
は
い
か
が
と
お
も
う
。
或
意
味
に
於
て
は
真
の
幸
福
は
精
神

生
活
に
在
り
と
云
う
も
然
ら
ん
と
思
う
。
人
は
生
れ
た
ま
ま
の
心
に
て
は
、
不
安
と
不
満
と
の
感
じ
が
免
れ

ぬ
。
若
し
信
仰
の
光
明
を
得
て
精
神
復
活
し
て
光
明
の
生
活
に
入
る
時
は
、
精
神
的
に
満
足
を
感
じ
ら
れ
、

真
の
幸
福
そ
感
じ
ら
る
。
即
ち
肉
体
を
有
ち
乍
ら
神
は
最
幸
福
の
極
楽
に
栖
み
あ
そ
ぶ
と
感
じ
ら
る
。
真
の

精
神
上
の
幸
福
は
他
人
よ
り
は
窺
わ
れ
ぬ
。
人
一
度
弥
陀
の
光
明
に
生
れ
更
る
時
は
、
自
ら
人
生
の
真
意
味

も
こ
の
中
に
感
じ
ら
れ
、
人
生
の
真
価
値
も
此
に
至
っ
て
認
む
る
乙
と
に
な

ーり
、
白
か
ら
我
何
の
幸
福
ぞ
斯

〈
光
明
中
の
生
活
に
至
る
と
繰
返
し
思
う
毎
に
自
己
の
霊
福
を
悦
び
て
余
り
あ
る
に
至
ら
ん
。
即
ち
是
れ
が

精
神
の
最
幸
福
で
あ
る
。

問
光
明
生
活
の
申
最
高
徳
と
は
い
か
が
。

筈
人
の
信
仰
生
活
に
入
る
目
的
は
、
一
方
に
は
突
に
精
神
的
に
幸
福
巻
感
ず
る
と
共
に
、
叉
一
方
に
は
道
徳

的
に
人
格
を
円
満
に
向
上
し
て
至
善
に
到
達
す
る
を
人
生
の
目
的
と
す
る
に
あ
り
。
之
を
光
明
生
活
の
最
高

徳
を
目
的
と
す
と
云
う
。
言
い
換
え
れ
ば
光
明
の
中
に
如
来
の
聖
一
旨
に
合
う
行
為
ぞ
努
め
て
仏
に
成
る
こ
と

を
目
的
と
す
。
信
仰
の
目
的
は

-

一
方
に
は
永
恒
常
楽
の
幸
福
そ
得
る
こ
と
、
即
ち
極
楽
に
生
る
る
こ
と
、
一
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面
は
至
善
円
満
な
る
人
、
即
ち
仏
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

問
斯
の
教
で
は
い
か
な
る
神
に
帰
命
信
頼
す
べ
き
や
。

答
現
在
未
来
に
通
じ
て
絶
対
円
満
な
る
尊
き
神
尊
、
阿
弥
陀
尊
谷
本
尊
と
し
て
、
帰
依
信
頼
し
て
、
永
遠
の

す
〈
い

救
度
を
仰
V
。

問
阿
弥
陀
尊
と
は
一
切
諸
仏
の
中
の
一
仏
な
る
や
。

答
否
、
し
か
ら
ず
。
一
切
諸
仏
の
本
地
本
仏
に
し
て
、
諸
仏
に
超
え
て
独
一
の
尊
き
神
尊
に
在
ま
す
。
経
に

「
阿
弥
陀
仏
は
最
尊
第
一
に
し
て
諸
仏
の
光
明
能
く
及
ば
ざ
る
所
な
り
」
と
示
さ
れ
て
お
る
。

問
其
如
来
は
何
れ
の
処
に
在
し
給
う
や
。

答
知
来
、
伺
の
処
に
も
在
さ
ぜ
る
処
な
し
。
経
に
「
彼
仏
の
光
明
無
量
に
し
て
十
方
の
国
を
照
し
て
障
碍
す

る
所
な
し
、
故
に
阿
弥
陀
と
名
づ
く
」
と
。
聖
善
導
の
績
に
、
「
弥
陀
の
身
と
心
と
は
法
界
に
週
〈
衆
生
心

ょ
う

想
中
に
映
現
す
」
と
。

聞
い
か
に
行
め
て
教
わ
る
る
や
。

答
阿
弥
陀
尊
は
ミ
オ
ヤ
で
あ
る
。
我
等
は
子
で
あ
る
。
ミ
オ
ヤ
の
如
来
は
聖
旨
を
現
わ
し
て
、
「
至
心
に
我

を
ミ
オ
ヤ
と
信
じ
、
愛
し
て
我
光
明
に
生
れ
ん
と
欲
し
て
、
我
名
を
称
念
せ
よ
、
然
る
時
は
我
光
明
中
に
生

れ
ん
」
と
。
書
換
え
れ
ば
一
心
に
念
仏
せ
よ
。
弥
陀
は
念
ず
る
心
に
応
現
し
て
救
わ
る
る
な
り
。

9 



問
念
仏
に
伺
の
意
義
あ
る
か
。

答
三
の
義
あ
り
。
一
、
請
求
。
二
、
感
謝

。

一
二
、
讃
歎
と
で
あ
る
。

問
請
求
と
は
伺
の
義
ぞ
。

や
み

答
生
れ
た
ま
ま
の
人
は
未
だ
如
来
を
信
知
せ
ず
、
闇
黒
の
生
活
を
な
し
て
お
る
。
請
求
し
て
「
如
来
よ
、
我

は
心
闇
く
罪
悪
の
凡
夫
に
て
必
定
堕
獄
の
徒
な
れ
ば
あ
な
た
の
慈
光
の
中
に
我
ぞ
救
度
し
給
え
」
と
念
ず
る

こ
と
で
あ
る
。
乙
の
請
求
に
救
我
と
度
我
と
の
こ
義
あ
り
。
二
、
感
謝
と
は
、
己
に
救
わ
れ
た
る
上
に
は
、

精
神
に
無
上
の
幸
福
を
感
じ
て
、
必
定
堕
獄
の
罪
悪
な
る
我
が
、
如
来、の
光
明
中
の
生
活
と
し
て
戴
き
現
在

よ
り
永
遠
の
救
い
を
被
む
り
し
は
全
く
如
来
!の
恩
寵
な
れ
ば
、
其
感
謝
が
滋
れ
て
称
名
の
声
と
洩
れ
出
づ
る

を
感
謝
の
称
名
と
云
う
。

問
感
謝
は
只
口
に
称
名
す
る
ば
か
り
な
る
か
。
叉
自
分
の
行
為
に
も
現
わ
る
べ
き
も
の
な
る
か
。

答
救
を
受
け
た
る
即
ち
光
明
に
満
た
さ
れ
た
る
悦
び
の
溢
れ
が
感
謝
の
声
に
現
わ
る
る
と
共
に
身
の
行
為
に

も
現
わ
れ
ぎ
る
を
得
ぬ
。
真
実
に
如
来
の
慈
悲
に
満
き
る
る
時
に
其
慈
悲
に
動
か
さ
れ
て
働
く
の
は
、
是
れ

感
謝
が
身
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

問
讃
歎
の
称
名
と
は
何
な
る
か
。

答
讃
歎
又
杏
唾
と
も
云
う
。
是
如
来
無
量
不
可
思
議
の
功
徳
の
光
明
を
念
ず
る
時
は
、
自
か
ら
其
絶
対
不
可
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思
議
な
る
慈
光
に
触
る
れ
ば
、
只
々
感
極
ま
り
て
ア
ア
と
、
ナ
ム
ア
E

ダ
仏
と
杏
墜
す
る
の
外
な
き
に
至

る
。
我
等
は
如
来
慈
悲
の
光
明
を
離
れ
て
教
わ
る
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
慈
光
に
触
る
れ
ば
何
と
も
云
わ
れ
ぬ

霊
感
が
感
じ
ら
る
る
。
此
の
霊
感
に
う
た
れ
る
時
は
、
ア
ア
と
自
づ
と
奇
怪
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
、
こ
れ
を
讃
歎

の
称
名
と
云
う
。

問
念
仏
三
昧
と
は
如
何
。

答
念
仏
三
昧
と
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云
う
衆
生
の
一
心
に
自
己
の
総
て
を
如
来
の
中
に
投
帰
す
る
と
き
、
阿

弥
陀
仏
不
可
思
議
の
光
明
を
以
て
衆
主
の
心
に
満
た
し
む
。
闇
黒
な
る
衆
生
の
心
は
如
来
の
中
に
入
り
、
如

あ
e

・
ゆ
か

来
の
心
光
は
衆
生
の
心
中
に
入
り
来
り
、
闇
黒
と
光
明
と
合
す
る
時
は
闇
黒
は
消
え
て
明
輝
と
成
る
。
念
仏

三
昧
は
衆
生
心
と
仏
心
と
一
体
と
な
り
て
、
衆
生
罪
悪
関
黒
の
心
は
如
来
無
量
功
徳
の
光
明
に
霊
化
せ
ら
る

る
こ
と
に
な
る
。
光
明
生
活
の
事
に
就
き
で
は
他
章
に
ゆ
ず
る
。

聞
こ
の
信
仰
は
新
ら
し
き
宗
教
な
る
か
。

筈
し
か
ら
ず
、
先
に
述
ベ
レ
如
く
大
乗
仏
教
中
の
円
教
な
の
で
夫
を
何
人
に
も
実
行
せ
し
む
る
よ
う
に
伝
道

す
る
に
あ
る
。
教
祖
釈
尊
及
び
聖
善
導
尊
者
、
法
然
尊
者
等
の
古
典
精
神
の
信
仰
に
外
な
ら
ず
。

上
来
安
心
の
要
領
を
の
ベ
し
此
の
真
理
は
実
に
理
論
に
あ
ら
ず
実
行
に
あ
り
。
宗
教
は
人
の
生
命
令
守
新
ら

し
く
生
れ
更
ら
し
む
る
処
に
真
意
あ
り
。
吾
人
は
世
の
同
胞
衆
に
対
し
て
唯
一
の
大
ミ
オ
ヤ
の
光
明
を
被
む 11 



は
ら
か
ら

り
て
新
ら
し
く
生
れ
更
り
真
の
同
胞
た
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
御
勧
め
申
す
次
第
な
れ
ば
、
願
く
ば
真
面
目
に

道
を
求
h
Uる
と
云
5

よ
り
は
寧
ろ
熱
誠
に
道
を
修
し
て
吾
人
の
言
の
真
理
な
る
こ
と
を
証
知
し
給
わ
ん
こ
と

を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
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